
□運輸安全マネジメント　平成21年度 目標及び実施計画
○目標及び実施内容
年間重点目標 推進方策 実施事項 実施時期 備考
1.重大事故の撲滅（二輪車・歩行者との事故防止） ①道路交通法及び事故発生時、異常事態における措置と 事故発生後、事故報告書及び適正診断書を用い、 随時

　義務についての教育・指導の徹底 指導教育、
　 　 個人別事故台帳を活用し類似事故等の、 5月～　/10月
　方策：①、③、⑤、⑥、⑦ アドバイス及び再発防止を全員に指導

事故概要書を掲示して、事故内容の共有し類似事故随時
の防止を図る

2.特定悪質違反の根絶 外部講師を招いての事故防止教育の実施 4月　8月　11月
（酒気帯び・救護義務違反・最高速度違反・過労運転） 安全運動期間中の集団点呼 9月　　　12月

②出庫・帰庫時の 0.15以上の発生者対し始末書 随時
　方策：①、②、⑥、⑦、⑧ 　アルコールチェック完全実施 当日の乗務停止

内規の徹底で累犯の防止
③進路変更・ドア開閉・右左折時には二輪車を 点呼時及び集合点呼での呼びかけ 毎日/月例
　先にやり過ごす指導の徹底 安全運動時は後方確認の指示の徹底 点呼時

3.後方目視確認によるバック事故の撲滅 ④目視確認を徹底させ、正しい判断、 見通しの悪い交差点は、必ず一時停止をし、目視にて点呼時
　動作についての指導教育の実施 安全の確認を励行するよう徹底する。

雨天時でも、車内より安全が確認出来ない時は、 雨天時
　方策：④ 車外へ出て、目視の確認をするよう指導する

前年同様「急がない・あわてない・あせらない」の徹底毎日
※特に後退時、無線配車時の自損事故撲滅

4.エコドライブと余裕ある運転の推進 ⑤交差点通過時の安全確認の徹底 交差点通過の際、歩行者信号も確認し、「黄信号でも毎日
（急発進・急加速・急ブレーキ・急ハンドル・車間距離 　（交差点は事故が多発、通過時の優先意識の排除） 止まるクセ」を徹底する。

　交差点しっかり止まってはっきり確認 対二輪車の巻き込み事故の撲滅 毎日
　方策：①、③、⑤、⑥、⑦ 雨天時は特に点呼で徹底を図る 雨天時

⑥ドライブレコーダー・デジタコ（ＥＭＳ）の活用 当該者への危険要因把握の徹底指導 毎日
　速度超過者、危険乱暴運転者への徹底指導 事故の重大性を認識させる 随時

高速110km/h　一般道７５ｋｍ/h以上はデジタコで指導
5.事故件数削減目標の達成 記録簿に記載（本人サイン取得） 毎日
　　　第一原因事故　目標発生指数　2.0以下の達成 ⑦ドライブレコーダー・nasva教材等を活用した
　　　※後退事故については、目標値の達成 　危険予知トレーニング(KYT)の実施 危険予測トレーニングの受講 随時 4月は事故発生者２８名受講
　　　※完全撲滅事故(対歩行者、対二輪車、車内人身) 事故発生者を優先に全員の受講 4月～6月
　　　ゼロ目標を実現 新人乗務員は教習期間中に実施 教育期間中
　方策：①～⑦ ⑧ヒヤリハット情報の収集と活用 事故発生班より最低２枚以上のヒヤリハットの提出 4月～6月

データーに基づく危険箇所の策定
6.事故につながる交通違反の徹底防止と意識向上化 ヒヤリハットとドライブレコーダー（実事故）を組合わせ6月～
(一時停止不履行・転回禁止・信号無視等) ＫＹＴに活用

⑨無事故無違反表彰（無事故チャレンジカード）、 年間無事故賞・安全賞の見直し検討　 7月～
　方策：⑥、⑦ 　セイフティーチャレンジ参加による安全運転へ社内意識醸成 安全意識の向上を図るため策定の検討

　
7.健康に起因する事故の発生防止 ⑩健康診断の確実な実施と検査結果への対処 未受診者の後日受診の徹底、全員受診 実施日から１ヵ月以内 脳心臓疾患者の復帰
　方策：⑧ 健康起因による事故の防止　未受診者に乗務停止 慎重に
○情報の共有と伝達
（会議関係) 頻度 メンバー 内容
1.運輸安全・エコドライブ会議 月1回（毎月15日前後) 社長/本部長/所長/工場長/ｴｺ担当者 運輸安全：①前月の目標･実施内容の評価　②前月事故事例をベースにした事故防止策の検討　③次月の目標の確認・

　具体的実施内容の検討と策定
グリーンエコ：①前月の燃費不良車両の整備報告　②燃費不良担当者への指導方法検討、前月指導報告　
　③次月のグリーンエコ目標の策定と具体的実施内容の検討

2.安全衛生委員会 月1回（毎月20日前後) 安全衛生委員 ①前月の事故事例検討と防止策の提案　②次月の運輸安全・エコ目標の伝達と徹底
3.職員ランチミーティング 月1回（毎月21日前後) 社長以下全員 ①営業報告(タクシー/貸切タクハイヤー/給与/整備/無線）　②運輸安全エコ目標確認
4.営業会議 3ヶ月に1回 （社長)/本部長/所長/担当者
5.乗務員研修会 月1度(給与支給日25日) 現場レベルでの重要案件・継続課題等について検討
6.部長会 随時 社長/本部長/所長/工場長 社長より重要案件・テーマについて提示の上、検討
（掲示物及び伝達手段）
1.エコ掲示版 ・燃費データ、グリーン関連資料 3.事故苦情違反速報 発生翌日に、社長まで速やかに回覧し迅速な事実把握に努める
2.運輸安全掲示板 ・月間重点実施項目カレンダー　・事故概要報告書

別に定める

別に定める
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